
11
月
７
日
（
火
）
、
稲

葉
小
学
校
を
会
場
に
藤

枝
中
学
校
区
第
２
回

学
校
運
営
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
16
名

の
全
委
員
参
加
の
下
、

様
々
な
視
点
か
ら
協
議

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

小
中
一
貫
教
育
合
同

研
修
会
の
実
施
な
ど
具

体
的
な
取
組
の
説
明

藤
枝
中
学
校
区
小
中

一
貫
教
育
全
体
構
想

図
を
使
っ
て
会
場
校
の

杉
村
教
頭
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

し
て
の
今
年
度
の
経
過

報
告（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
新
聞
26
号
～
30
号
を

見
な
が
ら
）

・
小
中
４
校
の
学
校
運

営
協
議
会
各
部
会
で
の

協
議
内
容
に
つ
い
て
の
報

告・
大
祭
り
や
子
ど
も
神

輿
に
つ
い
て
の
報
告

・
２
周
年
を
迎
え
た
に
こ

に
こ
あ
い
さ
つ
運
動
に
つ
い

て
の
報
告

・
藤
枝
中
学
校
中
庭
の

整
備
状
況
に
つ
い
て
の
報

告地
域
連
携
を
中
心
に
各

校
校
長
か
ら
追
加
説
明

【
稲
葉
小
学
校
】

・
高
齢
者
と
の
交
流
な

ど
福
祉
活
動
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
。

・
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど

地
域
の
方
々
か
ら
協
力

の
申
し
入
れ
が
あ
る
な
ど
、

地
域
と
学
校
の
理
想
的

な
連
携
が
と
れ
て
い
る
。

【
藤
枝
中
央
小
学
校
】

・
大
祭
り
に
は
多
く
の
児

童
が
参
加
し
地
域
と
の

触
れ
合
い
が
進
ん
だ
。

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

期
に
当
た
り
Ｐ
Ｔ
Ｃ
大
会

が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
残
念
だ
っ
た
。

【
藤
枝
小
学
校
】

・
学
校
周
辺
の
地
域
資

源
の
活
用
に
つ
い
て（
商

店
街
で
の
買
い
物
体
験

や
蓮
華
寺
池
公
園
で
の

募
金
な
ど
）
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
つ
い
て（
読
み
聞
か
せ
や

清
掃
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
）

【
藤
枝
中
学
校
】

・
中
庭
の
整
備
状
況
に
つ

い
て（
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
協
力

や
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
飛
来
に

つ
い
て
な
ど
）

・
藤
枝
大
祭
り
の
役
割
に

つ
い
て（
２
年
生
を
中
心

に
祭
り
に
つ
い
て
授
業
で

取
り
扱
っ
た
が
、
今
後
は

全
校
を
あ
げ
て
す
す
め
て

い
き
た
い
）
。

意
見
交
換

・
学
校
運
営
協
議
会
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
素
晴
ら
し
い
が
、

ど
う
や
っ
て
一
般
に
落
と

し
込
む
か
が
課
題
で
あ
る
。

・
子
ど
も
神
輿
に
つ
い
て

は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
長
は
非

常
に
き
つ
い
。
最
終
的
に

は
、
大
祭
り
に
つ
な
げ
る

人
材
育
成
と
し
て
捉
え

た
い
。
運
営
主
体
を
ど
こ

に
す
る
の
か
を
見
直
さ
な

い
と
存
続
は
難
し
い
。

・
Ｄ
Ｘ
、Ａ
Ｉ
、
少
子
高
齢

化
に
合
わ
せ
て
、
仕
組
み

と
し
て
変
革
の
時
を
迎

え
て
い
る
。

教
育
界
の
現
状
・
動
向

な
ど
と
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
つ
い
て

静
岡
大
学
教
授
で
本

学
校
運
営
協
議
会
の
委

員
で
も
あ
る
梅
澤

収

委
員
か
ら
富
山
県
南
砺

市
の
実
例
を
参
考
資

料
と
し
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

11
月
15
日
（
水
）
、
藤

枝
中
学
校
を
会
場
に
今

年
度
２
回
目
の
小
中
一

貫
教
育
合
同
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
中
学
校
の
授
業

参
観
や
、
４
校
６
分
科

会
を
通
し
て
、
小
中
一

貫
教
育
全
体
構
想
図
の

共
通
事
項
に
つ
い
て
の
実

践
の
成
果
を
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
令
和
６
年

度
に
向
け
て
共
通
実
践

の
具
体
と
目
標
を
検
討

し
ま
し
た
。
尚
、
設
置
さ

れ
た
分
科
会
は
以
下
の

通
り
で
す
。

・
生
徒
指
導
部

・
研
修
部

・
特
別
活
動
部

・
特
別
支
援
教
育
部

・
総
合
／
教
務
部

・
小
小
中
連
携
部
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
新
聞

藤
相
鉄
道
唱
歌

『
田
中
城
趾
を
後
に

見
て
、
早
く
も
着
き
し

慶
全
寺
、こ
こ
に
名
高

き
青
池
は
、
遠
州
佐

倉
の
池
続
き

乗
り
降
り
繁
き
岡

出
山
、
右
の
方
に
は
名

に
し
あ
う
、
飽
波
神
社

は
神
寂
び
て
、
神
々

し
く
も
あ
ら
た
な
り
』

大
正
２
年
に
大
手

～
藤
枝
新
ま
で
開
通

し
た
軽
便
鉄
道
。そ
の

後
駅
の
数
を
増
や
し

な
が
ら
発
展
し
ま
し
た

が
、
昭
和
11
年
の
岡

部
～
大
手
間
の
廃
止

を
契
機
に
廃
止
が

続
き
、
昭
和
45
年

に
全
線
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。
前
述
の
詩

は
駅
毎
に
作
ら
れ
た

軽
便
鉄
道
の
歌
の

一
部
で
す
。
当
時
の

情
景
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
で
す
。
街
の

景
色
や
、そ
こ
に
住

む
人
々
は
変
わ
っ
て

も
、こ
の
よ
う
に
し
て

残
っ
て
い
る
街
の
記

憶
を
大
切
に
す
る
こ

と
が
文
化
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
尚
、

歌
詞
は
全
部
で
41

番
ま
で
あ
り
ま
す
。

コラム

第
２
回
学
校
運
営
協
議
会

第
２
回
小
中
一
貫
教
育
合
同
研
修
会


